2014年3月1日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第10章31～42節
・勉強：第4章9節、第9章30節、第18章58、66節
アヴァターラ(神の化身)について説明しています。

このコンセプトは日本ではあまり一般的ではありませんが、インドでは非常にポピュラーであり、ヒンズー教の聖典の中にはアヴァターラについての説明がたくさんあります。

インドでは自称アヴァターラは数多くおり、また弟子が自分のグルはアヴァターラであると主張するのもよく見かけます。
彼らの主張を鵜呑みにするわけにはいかず、そのためにも聖典の中の記述は本物のアヴァターラについての重要な判断基準となります。

たとえばアヴァターラとはどんな人であるかについて、第4章9節を見てください。

私の顕現と活動の神秘を理解する者は、その肉体を離れた後、アルジュナよ!再び物質界(この世)に誕生することなく、わが永遠の楽土(超越界)に来て住むこととなる。

ジャンマ(Janma)       :誕生(降臨、顕現) 

カルマ(Karma)         :活動

ディッヴャム(Divyam)　:神聖な(神秘的、超越的)

「自分の誕生、活動、どちらもとても神聖(ディッヴャム)である」と神の化身は言います。

前回も説明したように、普通の人間はカルマの法則の結果としてこの世に生を享けます。

いっぽうアヴァターラはカルマの法則とは関係なく、自分の意志でこの世に出現します。

その目的は人々を平安、幸福、純粋、解脱に導くためです。

この節でディッヴャムの訳は「神秘」となっていますが、単純にそれだけではなく神聖で特別ないろいろな意味が込められています。
ラーマヌージャという僧侶でありかつ哲学者でもある人物のことはご存じだと思います。

ヴェーダーンタ哲学には三つの学派があり、各学派とそれを代表する哲学者は以下の通りです。

(1) 非二元論(Advaita　Vedanta)

シャンカラチャーリヤ(Sankara + acharya)

(2) 二元論(Dvaita　Vedanta)

マドヴァーチャーリヤ(Madhva + acharya)　：二元論の創始者
(3) 限定非二元論(Vishishta　Advaita)

ラーマヌージャチャーリャ(Ramanuja + acharya)

アチャーリア(acharya)は「師、神聖な哲学者」という意味です。
興味深いのは上記三名の有名な哲学者が皆南インドの出身であるのに対し、神の化身と言われる人達は北部(ラーマ、クリシュナ)、或いは東部(チャイタニヤ、シュリ・ラーマクリシュナ)に生まれているということです。

アヴァターラが「神聖で特別(ディッヴャム)」であるとはどういうことなのかについて、限定非二元論者のラーマヌージャによる解説があります。

ラーマヌージャはアヴァターラの性質を以下のように列挙しています。

・欠点、汚点がない

・善で満ち溢れている

・他のどの生き物とも違う

・無限の知識を持っている

・至福に包まれている
・何を行っても有能である

・無限の力を持っている

・無限の富を持っている

・美しい

・その本性をすべて考えることはできない(無限だから)

・永遠である

・その身体から芳香を発する

・常に若々しい(衰えを知らない)

・宇宙の基礎である

・常に満ちている

・遍在である

・宇宙を創造、維持、破壊する

・その姿を人間のみならず他の神々も礼拝する

・カルマの結果の与え手である

・誰もが目で見ることができる

・皆を引き付ける(磁石が鉄を引き付けるように　註参照)
これがラーマヌージャによる説明です。

アヴァターラの誕生はカルマの結果によるものではありませんが、その在世中にもカルマの影響を受けませんし、自身の行為によって何ひとつ新しいカルマを作ることはしません。

幼少時から特別なしるしがあり、純粋です。

普遍的な愛を持ち、個人的な敵がひとりもいません。

すべての人間を平等に見ており、誰かを特別に好いたり嫌ったりすることがないからです。
時折自分の神聖な本性を人に見せることがあります。
(クリシュナの母が幼児クリシュナの口の中に宇宙を見たように)

アヴァターラはあたかも果物を手渡すように、人に霊性を与えることができます。

霊性を手渡す時の方法は、人に触れる、または触れずにその人を見る、時には触れも見もせず意志の力だけでそれが可能です。

前回シュリ・ラーマクリシュナがスワミ・アドブターナンダジに自分の足をマッサージさせることにより霊性を与えた、という例を挙げました。

これはもともと神聖だった人をより神聖にするということの例ですが、それ以外に罪人を変化させることも普通の聖者には無理ですが、アヴァターラにとっては可能なことです。

聖書の中のマグダラのマリアのエピソードは、イエスの言葉だけで罪人が浄められたという例です。

もうひとつ同様の例を「シュリ・ラーマクリシュナの生涯」の中から挙げます。

シュリ・ラーマクリシュナの帰依者である劇作家、俳優、作詞家のギリシュ・チャンドラゴーシュは当時カルカッタで大変有名でしたが、その生活は大変乱れていました。
彼は大酒飲みで常々、「自分がこれまでに飲んできた酒のボトルを積み重ねるとヒマラヤより高い」と公言して憚りませんでした。

このギリシュ・チャンドラゴーシュもラーマクリシュナの影響で後に聖者になりましたが、彼の友人のカリーポダ(Kalipada)という人物も、ギリシュ・チャンドラゴーシュほどではないものの、似たような乱れた生活を送っていいました。
当時すでにシュリ・ラーマクリシュナの弟子であったギリシュ・チャンドラゴーシュは普段は自宅に戻らず宿屋に泊まり、収入のほとんどを酒に費やしていましたが、ある日友人のカリーポダを誘って、ドッキネッショルのシュリ・ラーマクリシュナのもとを訪れました。

シュリ・ラーマクリシュナはカリーポダを見て、「あなたは何が欲しいですか?」と尋ねました。人々が賢者のもとを訪れるのには様々な目的があり、このような質問は普通です。
カリーポダは「私はお酒が欲しいです」と答えました。

聖者のアシュラムをわざわざ訪れた人が求めるものは、普通は知識や放棄であり、またアシュラムに酒が置いていないことは誰でも知っているのですが、率直で自分を飾ることのないカリーポダは、シュリ・ラーマクリシュナに問われるままに自分が心の中で一番欲しがっているものを口に出したのでした。

これに対してシュリ・ラーマクリシュナは「よろしい、ここにも酒があります。ただしあなたがいつも飲んでいるような洋酒ではなくこの国の酒です。そしてこの酒は大変強いのであなたは耐えられないかもしれませんが、それでも大丈夫ですか?」と尋ねました。

カリーポダが嬉々として、「構いません、ぜひその酒をください」と答えると、シュリ・ラーマクリシュナはカリーポダに触れました。
その結果カリーポダは号泣を始め、周りが泣き止むように言ってもそれは止まりませんでした。

シュリ・ラーマクリシュナのタッチによってカリーポダは自分の本性(アートマン)を悟ったのでした。

そしてその自分の本性とあまりにも世俗的な現実の自分との落差が情けなくて、涙が止まらなかったのでした。

これがカリーポダの変化の始まりであり、彼は最後にはシュリ・ラーマクリシュナの偉大な信者となりました。
アヴァターラには世俗的な人を清らかで霊的な人に変える力があるという例を挙げました。

まるでドラマのようなエピソードです。

さらにアヴァターラは人に解脱を与えることもできます。

解脱とは何でしょうか?　すべての束縛からの解放です。
三つのグナ(サットワ、ラジャス、タマス)という鎖を断ち切ることです。
嫉妬、自惚れ、怒り、否定的な感情から自由になることです。

過去の記憶(サムスカーラ)がすべて消え去り、自分の本性が絶対の真理であると悟ることです。

束縛された自分は小さく、一時的で、罪深く、世俗的で、心配、苦しみ、執着、欲望にとらわれたままです。
解脱すると自分が永遠、無限、至福、絶対の知識であることを悟ります。
何が束縛で何が解脱であるか理解できましたか?
私は日本人、インド人、男性、女性、仏教徒、ヒンズー教徒である、などの自己規定も鎖であり、解脱のためには障害となります。
アートマンは純粋な意識であり、男性も女性もありません。職業も国籍も宗教もありません。

皆さんが「シュリ・ラーマクリシュナの生涯」、「ホーリーマザーの生涯」、「スワミ・ブラマーナンダの生涯」を読めば、シュリ・ラーマクリシュやホーリーマザーがこのような意味での解脱を人に与えていたことがわかります。
これらの本のなかには「今生があなたの最後の生である」というフレーズが何回も出てきます。
この言葉は、もはやカルマの法則による再生がないということを意味しています。

解脱の通常の意味は「再び肉体を纏ってこの世に出現することはない」ということです。

神の化身の恩寵で人は解脱することができます。

ホーリーマザーの友人であると同時に帰依者でもあったヨギン・マーという女性がいました。

ある時ホーリーマザーはヨギン・マーに次のように語りました。
「ヨギン、私はベナレス、ブリンダーバンなどいろいろな聖地を巡礼して数多くの聖者と出会いました。しかしシュリ・ラーマクリシュナはそこで出会ったどの聖者とも違う特別な存在でした」

これに対してマザーの巡礼に同伴したことのあるヨギン・マーは次のように答えました。

「マザー、普通の聖者は自分の解脱のために霊的実践をしますが、シュリ・ラーマクリシュナは人々に解脱を与えるために現れたのです」

これが神の化身の特徴です。
神の化身が罪深い人を変化させるということに関して、第9章30節を見てください。

たとえ極悪非道の者であったとしても、もしその者がひたすら私を信じ礼拝するならば、彼は善人とみなされよう。なぜなら、彼は根本において正しい決意をしているからである。

第18章58節を見てください。
君の心が私の上に定まっていれば、私の恵みにより、君の全ての障害は除かれるであろう。だが、自惚れてしまって私の言葉を聞かぬなら、君は滅びてしまうであろう。

次は第18章66節です。

あらゆる宗教の形式を斥け、ただひたすら私に頼り、服従しなさい。そうすれば、私がすべての悪業報から君を救ってあげよう。だから、なんら心配することはない。

とても楽観主義的です。
以前にも説明したように、人は自分の意志に反して罪を犯してしまいます。

しかしいったん堕落したとしても、神の化身の恩寵で解脱することができます。

キリスト教にもイエスが罪人の身代わりとなって罪を引き受ける、「贖罪」(vicarious atonement)というコンセプトがあります。
これも普通の聖者ではなく、神の化身でなくては不可能です。

また普通の聖者の霊的な力には限界がありますが、神の化身の力は宗教全体に大きな変革をもたらします。
神の化身の影響力はひとつの時代ひとつの場所にとどまらず、違う時代違う場所に生きる人達にも及び、それは時間とともに広がってゆきます。
将軍ナポレオンは最後には戦いに敗れセントヘレナ島に幽閉されましたが、彼はかつて次のようなコメントを残しました。

「私を含めてアレクサンダー大王、将軍シーザーなどの歴史上の戦士たちは、武力で自分たちの帝国を拡げようとして失敗した。いっぽうイエス・キリストは愛の力で彼の帝国を拡大することに成功した」

イエス・キリストは純粋な愛、それに加えて慈悲、知識の力で彼の帝国を大きくしたのです。

シュリ・クリシュナのことを考えてみてください。

彼が誕生したのは今から約4000年前のことであり、電気、コンピューター、飛行機、ロケットなど当時と現在の世界は全く違いますが、我々がバガヴァッド・ギーターを勉強しているように、現在でもシュリ・クリシュナの影響力は大変大きいものがあります。

イエス、釈迦も同じで、彼らの影響力はだんだん広がっています。

最後に神の化身の特徴として、その影響は霊的な分野にとどまらず、絵画、彫刻、音楽、文学、建築、などの芸術や文化の面にまで及んでいます。
たとえばヨーロッパの文化はイエス・キリストの影響抜きには成立しません。

またもし釈迦やシュリ・クリシュナが存在しなかったとしたら、インドの文化はとても矮小なものとなってしまいます。(寺院、建築、音楽、舞踊、彫刻etc.)
このように神の化身のインパクトはとても普遍的、包括的なものなのです。

インドではよく「私のグルはアヴァターラである」という主張を目にすることがありますが、神の化身とはそんなありふれたものではありません。
たとえばシュリ・ラーマクリシュナが亡くなったのは今から百年以上前ですが、世界に対して影響力を及ぼすプロセスは今まさに始まったばかりだとも言えます。

神の化身の特徴について話してきましたが、では信者にとって神の化身と触れ合うことは、どのような意味があるのでしょうか。

神の化身を見たり挨拶したり愛したりすることは、神そのものを見たり挨拶したり愛したりすることと同じなのです。

神の信者にとってどうしたら見えない神を愛することができるのかは、切実な問題です。

これに対する有力で実践的な解決法のひとつが、神の化身を愛することです。

神の化身の内側にあるのは神だけです。

土製の壺を海中に沈めると、最初は壺の内側の水、外側の水という違いがありますが、壺が溶けてしまった後はその区別はなくなります。

ヒンズー教で「神の化身を愛しなさい、尊敬しなさい」と強調される理由はここにあり、神の化身を愛することは神を愛することと結果的に同じなのです。

イエスの言葉に「私と父はひとつである」というのがあります。

神が海だとすれば、神の化身は海岸のようなものです。

逗子、鎌倉、葉山などすべての海岸に行かなくても、どこかひとつの海岸の水に触れれば海に触れたのと同じなのです。

海岸まではあなた自身で行かなくてはなりません。

どの神の化身を選ぶかは、あなたに委ねられています。

神の化身は自分の本性が神であるということを絶えず意識しており、その内側はすべて同じ神意識ですが、その神意識を表す言葉にはそれぞれ個性があり、イエスの場合は「父意識」、シュリ・ラーマクリシュナは「母なる神意識」、ベンガルの聖者シュリ・チャイタニヤは「クリシュナ意識」、シュリ・クリシュナは「ブラフマン意識」ですが、言葉の違いだけです。

神の化身を愛することは神を愛することであると理解しておいてください。
註）神の化身が人を引き付ける力

シュリ・クリシュナの「クリシュナ」という名前には「人を惹きつける」という意味もあります。クリシュナがフルートを吹くとゴピーたちは自分の家族の制止を振り切って、クリシュナの後を追いかけました。
神の化身が人を惹きつける力は強力ですが、聖者も似たような力を持っています。

シュリ・ラーマクリシュナの直弟子であるスワミ・ブラマーナンダジは霊的レベルが非常に高く、シュリ・ラーマクリシュナは彼を「私の霊的な息子」と呼んでいました。
ある真夜中カルカッタに住むスワミ・ブラマーナンダジの三人の信者が、申し合わせたわけでもないのに、それぞれが突然ブラマーナンダジに会いたいという衝動に駆られました。
当時カルカッタからベルルマトまでは８ｋｍほどあり、交通の便も良くありませんでした。

三人は船があるという確信もないままカルカッタの船着き場に向かいました。

船着き場で出会った三人は、他の二人も自分と同じ思いでベルルマトに向かおうとしていることを知り驚きましたが、何とか船を手配することができました。

ベルルマトに着くと深夜にもかかわらずブラマーナンダジはまだ起きていました。

そして三人のために食事を提供し、三人はそれを食べてブラマーナンダジに会うという目的を果たしたので、またカルカッタに戻りました。

このように聖者が人を惹きつける力は大変強く、神の化身の場合はさらに強力です。

別な表現をするなら、「偉大な魂は小さな魂を引き付ける」とも言えます。
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